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八王子囲碁連盟のWebサイトの利用統計と分析 
 
                             2020 年 7月 3日  
                               成田 滋 
はじめに 
 八王子囲碁連盟のWeb サイト（八碁連サイトと略）が運用を開始したのは 2019 年
５月です。サイトのアプリは WordPress(WP)というプオープンソースのソフトウェア
です。世界中のWeb 上の 35%のサイトがWP を使っているといわれ、個人のブログか
ら大規模なニュースサイトまで用途はさまざまです。 
 WP が世界的に信頼度の高いアプリである理由は、
8,000 余りの WP の機能を拡張するソフトウェアで
あるプラグイン(plugin)が利用できることです。八碁
連サイトでは20の基本的なプラグインを使っていま
す。例えばサイト作成エディター、広告掲載フォーム、
参加登録フォーム、イベント、カレンダー、Google
マップ、QRコード作成、SNS用のシェアボタン掲示、
サイト最適化機能、バックアップ等のプラグインです。高機能のプラグインは有料です。
例えばGoogle マップ、スパムフィルター、統計蒐集、バックアップなどはそうです。 
 
統計情報と「Jetpack」 
 サイトへの読者〔ユーザー〕の高度な閲覧情報を提供してくれるのが「Jetpack」と
いうプラグインです。Jetpack はサイトのセキュリティの詳細を表示し、総当たり攻撃
や権限のないログインから保護してくれる機能も備えています。総当たり攻撃に対する保
護を有効にすることによって、スパムフィルター機能、マルウェアスキャン機能も備えて
います。プラグインは、トラブルシューティングを容易にするため、サイトのあらゆる変
更を記録もしてくれています。動画や音声をWebブラウザーで再生したり、PDFファイ
ルを表示したりできるのもプラグインのお陰です。八碁連サイトは毎日バックアップをと
っています。 
 
サイト管理 
 八碁連サイトを開始したのは 2019 年５月です。6 月 30 日までの様々な統計情報が
保存されています。サイトの記事(コンテンツ)は大きく二つに分かれます。第一の記事は
「投稿」と呼ばれ、ホームページ掲載されるニュースや短いお知らせのことです。第二の
記事は「固定ページ」と呼ばれます。ページは、比較的長い記事が写真やグラフなどを交
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えて網羅されるものです。例えば八碁連だよりなどはそうです。 
 読者がどのような記事を求めてやってくるかは、管理者の大きな関心事です。そのた
めに Jetpack は、一日、一週間、一月、四半期、一年に分けて読者が閲覧する記事を記
録してくれます。これが閲覧の解析に必要なデータです。Jetpack サイト開始からのす
べての統計情報を保存しています。 
 
統計情報の内容 
1 閲覧数のチェック 
 サイトではどんな記事が読まれているのか気になる所です。この期待に応えてくれる
のが Jetpack です。カーソルをグラフに載せると、その日の閲覧数とその日に公開され
た記事の題名が表示されます。また週別や月別も数値とグラフで表示してくれます。さら
に、管理画面にあるSummary(概要)というリンクを押すと、カレンダー表示で確認する
こともできます。表示の仕方ですが、その日、その週、その月、その年に読まれた記事が
多い順に表示されます。どの投稿や固定ページに人気があるのかが一目瞭然です。読者の

	 図 1	 	 ６月の閲覧数	
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関心を調べるために、記事の内容に留意することの大切がわかるのです。 
 
2 リンク元(referral) 
 一般の読者がどこの
リンクからクリックして
サイトにやってくるかは
管理者の大きな関心事で
す。大抵の場合、読者はサ
ーチエンジンやまとめサ
イトを経由してやってき
ま す 。 Yahoo Search,  
Bing, site.google などを
使ってやってくることが
わかります。 
 
3 検索語(キーワード: 
Search Term) 
 Jetpack では、読者は
どのようなキーワードを
使ってサイトにたどり着
いたのかが分かります。投
稿や固定ページなどを書
く際には「このキーワード
を入れておくと検索順位
が上がる」という予測に使
用できるのです。検索結果
でサイトを上位に表示さ
せたり、より多く露出させ
るための対策のために、八
碁連サイトでは「Yoast 
SEO」というプラグイン
をインストールしていま
す。 

図２	 記事と検索用語	
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4 その他 
 国内だけでなく海外からのアクセス数も記録されます。インターネットにつながるパ
ソコンから読者の国を判別できるのです。 
 

図３	 ６月の閲覧記事	
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図４	 一週間の閲覧記事の内訳(6 月 23 日〜30 日)	
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図５	 365 日間に閲覧された記事の一覧	
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図６	 年度毎と月平均の閲覧数	
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分析と課題 
今やインターネットの利用は、すっかり日常生活に定着しています。そのためでしょう
か、八碁連 Web サイトの存在を知って利用する人々が徐々に上昇する傾向があります。
コロナ禍の影響もありますが、サイトから資料をダウンロードして利用する読者が増えて
いることがうかがえます。プラグインの利用によって、どの検索エンジンを使っても検索
結果では八碁連サイトは上位に並ぶようになりました。プラグインは、どのような検索用
語を記事に付与するかを提案してくれます。しかし、課題は検索によってやってくる読者
の期待にいかに応えられる内容とするかです。新規の記事や固定ページというコンテンツ

図７	 2019 年５月から 2020 年 6 月までの閲覧累積記事	
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を充実することが求められています。 
 
毎月のサイトの閲覧数は漸増してきています。この傾向は、コロナ禍によって例会とか
定例会に参加できない会員が多いこと、どうしてもネット上の囲碁のニュースを求める囲
碁フアンが増えていることを示しています。例会や大会での対面とネット上での対局を楽
しむ機会がますます共存していくことが予想されます。ただし、2020年４月にログイン
のプラグインを更新したとき WP との干渉が発生し、サイトが 1 週間停止してしまいま
した。そのためアクセス数が 3月の 1332回から 622回と急激に減少しました。その後
回復し、5月には 1376回となり、6月は 1783回を記録します。 
 
閲覧記事で目立つのは、毎月発行している「八碁連だより」のニュースです。印刷媒体
も発行していますが、会員の手許に届くのが遅く、サイトからダウンロードして閲覧する
ことが有効であることが判明しています。印刷媒体は白黒ですが、サイトの八碁連だより
はカラー化されているので読みやすくなっています。 
 
普及活動の一環として、各同好会が主催する研修会や講座の紹介を取り上げています。
府中市など近隣の囲碁連盟の活動も取材して紹介しています。今年はイベントの中止がつ
づき、大会の申し込みなどもサイトの上でできない状況です。それでもオンライン囲碁講
座などの閲覧が目立ちます。日本棋院八碁連支部もサイトを利用しています。支部は主に
プロ棋士を招いての指導碁を案内しています。熊羊七段や知念かおり六段、甲田明子四段
などのプロ棋士を招いて会員の棋力の向上に努めています。 
 
 放課後子ども囲碁教室のニューズレターも閲覧されています。教室にやってくる子ど
もの保護者向けのニュースですが、一般の方のアクセスも散見されます。ただし、現在の
サイトはパソコン画面での閲覧を前提としています。大半の人々がスマホを利用していま
す。小さい画面にいかに読みやすいレイアウトにするかが課題です。 
 
まとめ 
以上のように、本稿では、主として閲覧数というページを閲覧した回数を中心に分析し
てきました。これはアクセス数とかページビュー数(Page-view: PV 数)といいます。ペー
ジ単位のアクセス数です。しかし、アクセス数だけでは実際に何人の読者が閲覧したのか
は分かりません。そこで、サイトを訪問したサイト単位の訪問数という指標が生まれます。
訪問数が多くなるのは歓迎するのですが、その中に新しい読者がどの位いるのかが大事な
のです。こうした読者はWebの世界では「ユニークユーザー」と呼ばれます。サイトへ
の「常連」を増やすことよりも、ユニークユーザーを増やすことに努力することのほうに
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意味があります。しかし、運用上の限界によりアクセス数の分析という定量的な観点が本
稿の中心となってしまいました。訪問者の中のユニークユーザーがどの程度サイトにやっ
てきたかの分析は今後の課題といえます。 
 
Web サイト運用は、ただコンテンツを配信していくだけでなく、評価をもとにした改
善が非常に重要です。八碁連サイトが今後メディアとして成長するためには、確かな運用
効果を得るということに尽きます。八碁連サイトの目的とかパフォーマンスなにかという
ことです。それは一言でいえば、囲碁に関心を持つ人々の裾野をひろげることです。コン
テンツをみて同好会の研修や講座に参加してみること、そして会員として登録し、囲碁を
楽しみながらその普及にも貢献してもらうといった視点です。コマースの世界でいえば、
問い合わせの件数を増やし、見込み客を呼び込み、訪問した人から見込み顧客になった割
合を広げることです。八碁連サイトも、こうしたコマースの分野における定性的な考え方
を志向して運用を続けることが求められています。 
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  八王子囲碁連盟Webサイト  https://hachigoren.com 
 
 
 
 
 
 
 

図８	 八王子囲碁連盟 Web サイトのホームページ	


